
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T3030 

令和５年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 保健 単位数 １単位 年次 ２年次 

使用教科書 現代高等保健体育 （大修館書店） 

副教材等 自校作成プリント 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・健康や安全に関する問題は一生関わる必要があります。日常生活で直面するであろう健康課題を

知り、その解決方法について学んでいきます。 

・教科書の他にプリント等を使用して学習します。実習もあります。 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

保健の見方・考え方を働かせ、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、生涯を通じて人々

が自らの健康や環境を適切に管理し、改善していくための資質・能力を次のとおり育成する。 

（１）個人及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるように

する。 

（２）健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断する

とともに、他者に伝える力を養う。 

（３）生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりをめざし、明るく豊かで活力

ある生活を営む態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

健康を保持増進するための

課題や個人生活及び社会生

活における健康・安全課題

の解決に役立ち、自らの健

康を適切に管理すること及

び環境を改善していくため

の基礎的な事項を理解する

とともに、それらの技能を

身に付けている。 

健康を保持増進するための課

題や個人生活及び社会生活に

おける健康・安全課題につい

ての解決をめざして、知識を

活用した学習活動などによ

り、総合的に考え、判断し、

それらを表している。 

健康を保持増進するために

は、自らの健康を適切に管理

すること及び環境を改善して

いくことが重要であることに

関心を持ち、個人生活及び社

会生活における健康・安全課

題について、主体的に学習に

取り組もうとする。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前 
 

期 

生
涯
を
通
じ
る
健
康 

１ ライフステージと健康 a:ライフステージと健康の関連

についてや、各ライフステージで

活用できる社会からの支援につ

いて理解している。 

b:生涯の各段階における健康に

ついて、健康に関わる原則や概念

を基に整理したり、個人及び社会

生活と関連付けたりして、自他や

社会の課題を発見している。 

c:生涯の各段階における健康に

ついて、課題の解決に向けた学習

に主体的に取り組もうとしてい

る。 

 

定 期 考

査 

提 出 ノ

ート 

定 期考

査 

提 出 ノ

ート 

 

 

 

 

そ の 他

成果物 

 

 

 

 

授業へ

の取組 

受講態

度観察 

その他

成果物 

２ 思春期と健康 a:思春期における体の変化、思春

期の心の発達にかかわる健康課

題について、基礎的な事項を理解

している。 

b:知識を活用し、課題解決に向け

て自分で調べたり、説明すること

ができる。 

c:思春期における体の変化，思春

期の心の発達にかかわる健康課

題について学習活動に意欲的に

取り組もうとしている。 

 

定 期 考

査 

提 出 ノ

ート 

定 期考

査 

提 出 ノ

ート 

 

 

 

 

そ の 他

成果物 

 

 

 

 

授業へ

の取組 

受講態

度観察 

その他

成果物 

３ 性意識と性行動の選択 a:性意識の男女差や性情報が性

行動の選択に影響を及ぼすこと、

性情報への適切な対処が必要で

あることについて理解している。 

b:性意識と性行動の選択につい

て、習得した知識を基に心身の発

達や性的成熟に伴う健康課題を

解決するために、性に関わる情報

を適切に整理している。 

c:性意識の男女差、性情報が性行

動の選択に影響を及ぼすことに

ついて、学習活動に意欲的に取り

組もうとしている。 

 

定 期 考

査 

提 出 ノ

ート 

定 期考

査 

提 出 ノ

ート 

 

 

 

 

そ の 他

成果物 

 

 

 

 

授業へ

の取組 

受講態

度観察 

その他

成果物 



 

※令和４年度以降入学生用 

前 
 

期 

生
涯
を
通
じ
る
健
康 

４ 妊娠・出産と健康 a:胎児を守る母体の役割、出産と

母体の回復、母子保健サービスに

ついて、基礎的な事項を理解して

いる。 

b:知識を活用し、課題解決に向け

て自分で調べたり、説明すること

ができる。 

c:妊娠・出産の過程における健康

課題、妊娠・出産期に活用できる

母子保健サービスについて、資料

を探したり、見たり、読んだりす

るなどの学習活動に意欲的に取

り組もうとしている。 

 

定 期 考

査 

提 出 ノ

ート 

定 期考

査 

提 出 ノ

ート 

 

 

 

 

そ の 他

成果物 

 

 

 

 

授業へ

の取組 

受講態

度観察 

その他

成果物 

５ 避妊法と人工妊娠中絶 a:家族計画の意義、適切な避妊法

の選択、人工妊娠中絶が女性の心

身に及ぼす影響について、基礎的

な事項を理解している。 

b:家族計画の意義や人工妊娠中

絶の心身への影響などについて、

理解したことを言ったり書いた

りしている。 

c:家族計画の意義と適切な避妊

法、人工妊娠中絶が女性の心身に

及ぼす影響について、学習活動に

意欲的に取り組もうとしている。 

 

 

定 期 考

査 

提 出 ノ

ート 

定 期考

査 

提 出 ノ

ート 

 

 

 

 

そ の 他

成果物 

 

 

 

 

授業へ

の取組 

受講態

度観察 

その他

成果物 

６ 結婚生活と健康 a:心身の発達と結婚生活の関係、

結婚生活を健康的に送るために

必要な考え方や行動について、基

礎的な事項を理解している。 

b:結婚生活と健康について、習得

した知識を基に、結婚生活に伴う

健康課題の解決や生活の質の向

上に向けて、保健・医療サービス

の活用方法を整理している。 

c:心身の発達と結婚生活の関係、

結婚生活を健康的に送るために

必要な考え方や行動について、学

習活動に意欲的に取り組もうと

している。 

 

 

定 期 考

査 

提 出 ノ

ート 

定 期考

査 

提 出 ノ

ート 

 

 

 

 

そ の 他

成果物 

 

 

 

 

授業へ

の取組 

受講態

度観察 

その他

成果物 



 

※令和４年度以降入学生用 

前 
 

期 

生
涯
を
通
じ
る
健
康 

７ 中高年期と健康 a:加齢にともなう心身の変化、中

高年期の健康を支える社会的な

取り組みについて、基礎的な事項

を理解している。 

b:加齢と健康について、習得した

知識を基に、中高年期の疾病や事

故のリスク軽減のための個人の

取組と社会的対策を評価してい

る。 

c:中高年期の健康について、課題

の解決に向けた学習に主体的に

取り組もうとしている。 

 

 

定 期 考

査 

提 出 ノ

ート 

定 期考

査 

提 出 ノ

ート 

 

 

 

 

そ の 他

成果物 

 

 

 

 

授業へ

の取組 

受講態

度観察 

その他

成果物 

８ 働くことと健康 a:働くことの意義と健康とのか

かわりや、働き方や働く人の健康

問題の変化について理解してい

る。 

b:労働と健康について健康に関

わる原則や概念を基に整理した

り、個人及び社会生活と関連付け

たりして、自他や社会の課題を発

見している。 

c:働くことと健康について、課題

の解決に向けた学習に主体的に

取り組もうとしている。 

 

 

定 期 考

査 

提 出 ノ

ート 

定 期考

査 

提 出 ノ

ート 

 

 

 

 

そ の 他

成果物 

 

 

 

 

授業へ

の取組 

受講態

度観察 

その他

成果物 

９ 労働災害と健康 a:労働災害の種類とその原因や、

労働災害を防止するために必要

なことについて理解している。 

b:労働災害と健康について、習得

した知識を基に、労働災害の防止

に向けて、個人の取組と社会的対

策を整理している。 

c:労働災害と健康について課題

の解決に向けた学習に主体的に

取り組もうとしている。 

 

 

定 期 考

査 

提 出 ノ

ート 

定 期考

査 

提 出 ノ

ート 

 

 

 

 

そ の 他

成果物 

 

 

 

 

授業へ

の取組 

受講態

度観察 

その他

成果物 



 

※令和４年度以降入学生用 

前 
 

期 

生
涯
を
通
じ
る
健
康 

１０ 健康的な職業生活 a:働く人の健康の保持増進は、職

場の健康管理や安全管理ととも

に、心身両面にわたる総合的、積

極的な対策の推進が図られるこ

とで成り立つことについて理解

している。働く人の日常生活にお

いては、積極的に余暇を活用する

などして生活の質の向上を図る

ことなどで健康の保持増進を図

っていくことが重要であること

について理解している。 

b:労働と健康について知識を活

用し、課題解決に向けて自分で調

べたり、説明することができる。 

c:健康的な職業生活について課

題の解決に向けた学習に主体的

に取り組もうとしている。 

 

定 期 考

査 

提 出 ノ

ート 

定 期考

査 

提 出 ノ

ート 

 

 

 

 

そ の 他

成果物 

 

 

 

 

授業へ

の取組 

受講態

度観察 

その他

成果物 

 
 

後 
 

 

期 
 

 

健
康
を
支
え
る
環
境
づ
く
り 

１ 大気汚染と健康 a:大気汚染の原因とその健康影

響，大気に関わる地球規模の環境

問題について理解している。 

b:大気汚染と健康について知識

を活用し、課題解決に向けて自分

で調べたり、説明することができ

る。 

c:大気汚染と健康について、課題

の解決に向けた学習に主体的に

取り組もうとしている。 

 

定 期 考

査 

提 出 ノ

ート 

定 期考

査 

提 出 ノ

ート 

 

 

 

 

そ の 他

成果物 

 

 

 

 

授業へ

の取組 

受講態

度観察 

その他

成果物 

２ 水質汚濁、土壌汚染と健

康 

a:水質汚濁および土壌汚染の原

因とその健康影響について理解

している。大気、水、土壌にまた

がる複合的な環境汚染の発生の

しくみについて理解している。 

b:人間の生活や産業活動などに

よって引き起こされる自然環境

汚染について、事例を通して整理

し、疾病等のリスクを軽減するた

めに、環境汚染の防止や改善の方

策に応用している。 

c:環境汚染と健康について、課題

の解決に向けた学習に主体的に

取り組もうとしている。 

 

定 期 考

査 

提 出 ノ

ート 

定 期考

査 

提 出 ノ

ート 

 

 

 

 

そ の 他

成果物 

 

 

 

 

授業へ

の取組 

受講態

度観察 

その他

成果物 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

後 
 

 

期 
 

 

健
康
を
支
え
る
環
境
づ
く
り 

３ 環境と健康にかかわる対

策 

a:環境汚染による健康被害を防

ぐ方法について理解している。産

業廃棄物の処理について理解し

ている。 

b:環境と健康について、知識を活

用し、課題解決に向けて自分で調

べたり、説明することができる。 

c:環境と健康について、課題の解

決に向けた学習に主体的に取り

組もうとしている。 

 

定 期 考

査 

提 出 ノ

ート 

定 期考

査 

提 出 ノ

ート 

 

 

 

 

そ の 他

成果物 

 

 

 

 

授業へ

の取組 

受講態

度観察 

その他

成果物 

４ ごみの処理と上下水道の

整備 

a:上下水道の整備、ごみやし尿な

どの廃棄物を適切に処理するな

どの環境衛生活動は、自然環境や

学校・地域などの社会生活におけ

る環境及び人々の健康を守るた

めに行われていることを理解し

ている。 

b:知識を活用し、課題解決に向け

て自分で調べたり、説明すること

ができる。 

c:ごみの処理と上下水道の整備

について、課題の解決に向けた学

習に主体的に取り組もうとして

いる。 

 

定 期 考

査 

提 出 ノ

ート 

定 期考

査 

提 出 ノ

ート 

 

 

 

 

そ の 他

成果物 

 

 

 

 

授業へ

の取組 

受講態

度観察 

その他

成果物 

５ 食品の安全性 a:人々の健康を支えるためには、

食品の安全性を確保することが

重要であり、食品の安全性が損な

われると健康に深刻な被害をも

たらすことがあり、食品の安全性

を確保することは健康の保持増

進にとって重要であることにつ

いて理解している。 

b:食品と健康について、健康に関

わる原則や概念を基に整理した

り、個人及び社会生活と関連付け

たりして、自他や社会の課題を発

見している。 

c:食品の安全性について、課題の

解決に向けた学習に主体的に取

り組もうとしている。 

 

定 期 考

査 

提 出 ノ

ート 

定 期考

査 

提 出 ノ

ート 

 

 

 

 

そ の 他

成果物 

 

 

 

 

授業へ

の取組 

受講態

度観察 

その他

成果物 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

後 
 

期 

健
康
を
支
え
る
環
境
づ
く
り 

６ 食品衛生にかかわる活動 a:食品の安全性を確保するため

の行政や製造者の役割や、消費者

の役割について理解している。 

b:食品衛生に関わる活動につい

て、知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c:食品衛生に関わる活動につい

て、課題の解決に向けた学習に主

体的に取り組もうとしている。 

 

 

定 期 考

査 

提 出 ノ

ート 

定 期考

査 

提 出 ノ

ート 

 

 

 

 

そ の 他

成果物 

 

 

 

 

授業へ

の取組 

受講態

度観察 

その他

成果物 

７ 保健サービスとその活用 a:人々の健康を支えるための保

健・医療制度が存在し、行政及び

その他の機関などから健康に関

する情報、医療の供給、医療費の

保障も含めた保健・医療サービス

などが提供されていることにつ

いて理解している。 

b:保健行政の役割と保健サービ

スの活用について、知識を活用

し、課題解決に向けて自分で調べ

たり、説明することができる。 

c:保健行政の役割と保健サービ

スの活用について、課題の解決に

向けた学習に主体的に取り組も

うとしている。 

 

 

定 期 考

査 

提 出 ノ

ート 

定 期考

査 

提 出 ノ

ート 

 

 

 

 

そ の 他

成果物 

 

 

 

 

授業へ

の取組 

受講態

度観察 

その他

成果物 

８ 医療サービスとその活用 a:医療保険のしくみや様々な医

療機関の役割と医療サービスの

活用について理解している。 

b:医療保険のしくみや様々な医

療機関の役割と医療サービスの

活用について、知識を活用し、課

題解決に向けて自分で調べたり、

説明することができる。 

c:医療制度及び地域の医療機関

について、課題の解決に向けた学

習に主体的に取り組もうとして

いる。 

 

 

定 期 考

査 

提 出 ノ

ート 

定 期考

査 

提 出 ノ

ート 

 

 

 

 

そ の 他

成果物 

 

 

 

 

授業へ

の取組 

受講態

度観察 

その他

成果物 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

後 
 

期 

健
康
を
支
え
る
環
境
づ
く
り 

９ 医薬品の制度とその活用 a:医薬品は、医療用医薬品、要指

導医薬品、一般用医薬品の三つに

大別され、承認制度によってその

有効性や安全性が審査されてお

り、販売に規制が設けられている

ことについて理解している。疾病

からの回復や悪化の防止には、

個々の医薬品の特性を理解した

上で、使用法に関する注意を守

り、正しく使うことが必要である

ことについて理解している。 

b:医薬品の制度とその活用につ

いて、医薬品には承認制度があ

り、販売に規制が設けられている

ことと関連付けながら、生活の質

の向上のために利用の仕方を整

理している。 

c:医薬品の制度について、課題の

解決に向けた学習に主体的に取

り組もうとしている。 

 

定 期 考

査 

提 出 ノ

ート 

定 期考

査 

提 出 ノ

ート 

 

 

 

 

そ の 他

成果物 

 

 

 

 

授業へ

の取組 

受講態

度観察 

その他

成果物 

１０ さまざまな保健活動や社

会的対策 

a:我が国や世界では、健康を支え

るために、健康課題に対応して各

種の保健活動や社会的対策が行

われていることについて、理解し

ている。 

b:様々な保健活動や社会的対策

について、健康に関わる原則や概

念を基に整理したり、個人及び社

会生活と関連付けたりして、自他

や社会の課題を発見している。 

c:様々な保健活動や社会的対策

について、課題の解決に向けた学

習に主体的に取り組もうとして

いる。 

 

定 期 考

査 

提 出 ノ

ート 

定 期考

査 

提 出 ノ

ート 

 

 

 

 

そ の 他

成果物 

 

 

 

 

授業へ

の取組 

受講態

度観察 

その他

成果物 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

後 
 

期 

健
康
を
支
え
る
環
境
づ
く
り 

１１ 健康に関する環境づくり

と社会参加 

a:自他の健康を保持増進するに

は、ヘルスプロモーションの考え

に基づいた、健康に関する環境づ

くりが重要であることについて

理解している。一人一人が健康に

関心をもち、健康を支える適切な

環境づくりに積極的に参加して

いくことが必要であり、そのこと

が自分を含めた世界の人々の健

康の保持増進につながることに

ついて、理解している。 

b:健康に関する環境づくりと社

会参加について、健康に関わる原

則や概念を基に整理したり、個人

及び社会生活と関連付けたりし

て、自他や社会の課題を発見して

いる。 

c:健康に関する環境づくりと社

会参加について、課題の解決に向

けた学習に主体的に取り組もう

としている。 

 

定 期 考

査 

提 出 ノ

ート 

定 期考

査 

提 出 ノ

ート 

 

 

 

 

そ の 他

成果物 

 

 

 

 

授業へ

の取組 

受講態

度観察 

その他

成果物 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


